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   本邦で初めて分離されたヒトアデノウイルス５７型(HAdV57)の一例 
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2014年6月島根県松江市において、本邦で初めてヒトアデノウイルス57型(HAdV57)が分離された。 

分離されたウイルスはHAdV中和用抗血清(1~6、31型)を用いた中和試験では、同定できなかった。そこで遺伝子配

列を調べた結果、ヘキソンコード領域ではHAdV57 と 98%、ファイバーコード領域ではHAdV6 と 98％、ペントンコ

ード領域ではHAdV1と99％一致し、分離株はHAdV57(P1/H57/F6)と決定された。 

抗血清を用いた中和試験では不完全ながら HAdV6 抗血清で CPE が抑制されるとの報告があり、当所でも同様の傾

向が認められたことから、これまで分離され HAdV6 と同定された分離株に HAdV57 が混在している可能性が考えら

れた。 

当所において過去にHAdV6と同定された株について、遺伝子解析をおこなったところ、HAdV57が2例検出された。 

 

  


